
高等学校 令和7年度（２学年用)教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

都立光丘

現象の理解とともに、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

物理現象の特徴に関する事物・現象に主体的に
関わり、科学的に探究しようとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物理現象について、その特徴を理解するととも
に、それらの観察・実験などに関する技能を身
に付ける。

物理現象について、問題を見出し見通しをもっ
て実験などを行い、科学的に考察し表現する。

高校物理基礎新訂版（実教出版）

理科

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第２節　力と運動の法則
【知識及び技能】
　物体にはたらく様々な力を見抜い
てベクトルで表す方法を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
力の合成や分解をベクトルで扱える
ようになる
【学びに向かう力、人間性等】
直線運動を中心に慣性の法則，運動
の第二法則，作用反作用の法則につ
いて説明できるようになる。

・指導事項
力の表現、力の合成と分解、力の
つり合い、作用反作用、慣性の法
則、運動方程式
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　力の表現、力の合成と分解、力のつり合
い、作用反作用、慣性の法則、運動方程式に
ついて理解している
【思考・判断・表現】
力のつり合いと作用反作用について違いを説
明できる
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる ○ ○
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２
学
期

第１章　物体の運動
第１節　運動の表し方
【知識及び技能】
　変位や速度などの物体の運動の基
本的な表し方について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
運動を変位－時間のグラフや，速度
－時間のグラフで表す
【学びに向かう力、人間性等】
等加速度直線運動の公式を暗記し、
使うことができる。

・指導事項
速さの単位、ｘ-ｔグラフ、ｖ－ｔ
グラフ、位置と変位、速度の合
成、相対速度、加速度、自由落
下、鉛直投げ下ろし、鉛直投げ上
げ
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　速さの単位、ｘ-ｔグラフ、ｖ－ｔグラフ、
位置と変位、速度の合成、相対速度、加速
度、自由落下、鉛直投げ下ろし、鉛直投げ上
げについて理解している
【思考・判断・表現】
運動を変位－時間のグラフや，速度－時間の
グラフで表すことができる
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる ○ ○

○ 8

第２章　エネルギー
第１節　運動とエネルギー
【知識及び技能】
　仕事の定義，及び仕事の原理と仕
事率について理解する。また仕事を
する能力としての位置エネルギーと
運動エネルギーの表し方について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
条件から仕事の原理の式を表現す
る。また、力学的エネルギー保存の
式を表す。
【学びに向かう力、人間性等】
仕事、エネルギーの公式を暗記し、
使うことができる。

・指導事項
仕事、仕事の原理、仕事率、運動
エネルギー、位置エネルギー、力
学的エネルギー
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　仕事、仕事の原理、仕事率、運動エネル
ギー、位置エネルギー、力学的エネルギーに
ついて理解している
【思考・判断・表現】
条件から仕事の原理の式を表現できる。ま
た、力学的エネルギー保存の式を表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる

○ ○ 11○

第２節　熱とエネルギー
【知識及び技能】
　熱と温度の関係や、熱量保存の式
の表し方を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
熱量保存の考えから、熱平衡の温度
を求めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
絶対温度、熱運動、熱容量、比熱の
概念を説明できる

・指導事項
絶対温度、熱運動、熱容量、比
熱、熱量保存、熱力学第一法則、
熱機関
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　絶対温度、熱運動、熱容量、比熱、熱量保
存、熱力学第一法則、熱機関について理解し
ている
【思考・判断・表現】
熱量保存の式、熱力学第一法則の式を表現で
きる
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる ○ ○



3
学
期

合計

70

第４章　電気
第１節　物質と電流
【知識及び技能】
　電流、抵抗、電圧の基本的な計算
を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な電気回路で電流など計算で求
めることができる
【学びに向かう力、人間性等】
静電気や電流について電子の移動と
関連付けて概念を説明できる

・指導事項
静電気、オームの法則、合成抵
抗、抵抗率、ジュールの法則
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　静電気、オームの法則、合成抵抗、抵抗
率、ジュールの法則について理解している
【思考・判断・表現】
合成抵抗、抵抗率、ジュールの法則の式を表
現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる

○

第３章　波
第１節　波の性質
【知識及び技能】
　波のグラフから情報を読み取り、
波の合成、反射方法を説明できる
【思考力、判断力、表現力等】
波のグラフから情報を読み取り、波
の合成、反射を図形で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
波の要素、縦波と横波、波の独立
性、重ね合わせの原理、定常波、波
の反射の基本概念を説明できる

・指導事項
波の要素、縦波と横波、波の独立
性、重ね合わせの原理、定常波、
波の反射
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　波の要素、縦波と横波、波の独立性、重ね
合わせの原理、定常波、波の反射について理
解している
【思考・判断・表現】
指定した条件における波の形を図で表現でき
る
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる ○

第２節　音と振動
【知識及び技能】
　音の三要素と共鳴を説明できる
【思考力、判断力、表現力等】
音波から音の三要素を読み取る。管
と弦の共鳴を図形で表現できる
【学びに向かう力、人間性等】
音の要素の基本概念を説明できる

・指導事項
音の要素、弦、閉管、開管
・教材
高校物理基礎新訂版（実教出版）
・現象をＩＣＴで見せて考えさせ
る

【知識・技能】
　音の要素、弦、閉管、開管の共鳴について
理解している
【思考・判断・表現】
弦と管の共鳴を図で表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】
ワークシートに取り組むことができる

○ ○

○ ○ 7

○ ○ 9

○ 8


